
　　認定特定非営利活動法人

　　　　タンチョウ保護研究グループ会誌

グループ研究を楽しむことは私たちの役割

  理事長　  百瀬邦和

　前号では一例報告の有効活用について述べましたが、今号ではそうした

観察報告が積み重なることよってタンチョウの興味深い姿が見えてくる例を

井上さんがまとめてくださいました（５ページ）。そもそも生き物の観察や

研究は、その生き物をより深く知るためのものですから、観察を続けること

によってさらに興味が湧き、そして好きになっていく、というのは自然なこと

でしょう。タンチョウのような鳥では一人の努力で得られる記録は限られて

いますから、多くの人が関わってこそ得られる事実が沢山あります。そして、

そこに関わった人達がタンチョウを好きになってくれれば、それがタンチョウ

を守る大きな力になってくるはずです。好きな相手をより深く知っていくこと

は楽しいことなのです。これまでNPO法人として私たちがおこなってきた

巻頭言 　・・・１ カウント調査・標識調査に参加、またその標識がついたタンチョウを見つけて

情報を知らせてくださった方々は730名以上にものぼります。一人でも多くの

2020年年度活動報告 　・・・２ 人が、それぞれの立場でタンチョウの調査に参加し、タンチョウが生きている

姿への興味を深めていってほしいと思います。これらの方々の思いを生かす

標識されたタンチョウのデータ こと、そしてタンチョウの魅力をさらに広げて行くことが、タンチョウ保護

からわかったこと① ・・・５ 研究グループが目指している、人とツルが共存する豊かな社会の実現に結びつく

ことであると思っています。

＜連載＞鳥と自然と人⑩ 　私たちはグループとして、率先してタンチョウに関わることを楽しみ、その

・・・７ 楽しさを発信していきましょう。タンチョウ保護研究グループの社会的役割、

私たちが活動している意味はそこにあるのではないでしょうか。

＜活動記録＞ 　・・・８
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★調査研究活動 　調査地は日程順に、音別・白糠、阿寒

・タンチョウ生息状況調査 （2日間）、十勝東部、十勝西南部、

＜繁殖状況調査＞ 中茶安別、標茶・弟子屈、鶴居（2日

　十勝地方での繁殖期の飛行調査を4月30日と 間）、浜中・根室南部、根室北部で、

5月1日に実施しました。また後日ドローンに 別に日高、オホーツク等その他の地域

よる追加調査を行いました。調査範囲は広尾 から個別に情報を収集しました。参加

町からの十勝川河口に続く沿岸湖沼群と、十勝 者は計70名、のべ164人でした。集計

川流域で、十勝川流域地区は北海道開発局池田 の結果は、例年通り50羽単位でまとめ

河川事務所の事業の中で行ないました。さらに た概数で1,900羽となりました。調査

地上調査等の情報を含めると、十勝地方で確認 結果をまとめたTKGニュース70号を

した繁殖つがい数は93でした。 発行し、調査参加者に送付しました。

＜総数調査＞ ・タンチョウ標識調査

　2021年1月11日に釧路市内「わっと」で総数調査  　2020年6月20日に釧路市内の

勉強会を実施、同日に班長会議を行いました。  「わっと」で事前勉強会を実施し

　総数調査は1月22日から2月2日まで行い、その後 ました。

2月6、9、11日に補足調査を実施しました。   十勝、釧路、根室地方で予備調査

を行なったのち、捕獲・標識調査

は6月27日より7月18日まで、計11

日間実施しました。

  調査には54名、のべ121人が参

加し、合計27羽のヒナに標識放鳥

しました。

　調査結果をまとめたTKGニュー

ス69号を発行し、調査参加者に

送付しました。

　標識個体の確認情報の収集は随

時行なっています。HPでの標識情

報発信効果で、メールで寄せられ

る標識情報が増えました。
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　2020年12月31日時点で194羽の生存とその 事後状況の観察を行いました。他にも、

状況を確認しています。なお、その後4月末 各地で目撃された傷病タンチョウに関する

までにこの内４羽の死亡が確認されました。 メール、電話等での問い合わせに対応し

　ヒナを捕獲した際に採取した糞を釧路市 関係機関への連絡を行いました。

動物園の獣医師に提供し、鳥マラリア及び

寄生虫の感染状況の研究に協力しました。 ・中標津俵橋湿原ゆめプロジェクト

　本年度も中標津町より借用している

・DNAを使った餌の調査 俵橋湿原内の町有地でトウモロコシを

　酪農学園大学寺岡研究室との共同研究 耕作し、このトウモロコシを使って、

で、タンチョウの餌生物の同定を行う 同地に２基、約4km離れた俵橋高台の

ことを目的として、標識調査の際にヒナ 中司農場の畑脇に1基、計３基のニオ型

から採取した糞中に含まれる餌生物のDNA 給餌台を設置しました。今回も根釧農業

を分析しました。 試験場から100kg弱のデントコーンの提供

　帯広畜産大学赤坂研究室で行った安定 を受けました。今冬は俵橋湿原のニオで

同位体を指標とした、タンチョウが摂取 １つがいが、中司牧場畑のニオ周辺で

した餌試料の分析にも協力しました。 少なくとも１つがいが越冬したと思われ

ます。

★保護・保全活動 　また、同地において大河原氏が春と

・タンチョウの生息地分散 秋にかすみ網よる鳥類標識調査を行い、

＜越冬期データの分析＞ 当地初記録であるミソサザイのほか、

　現在環境省が、釧路地方に集中する アオジ、ノゴマを中心に17種、1339羽

タンチョウの越冬個体群の分散を目的と を捕獲・放鳥しました。

して、三大給餌場で実施している給餌量

削減事業の6年間の影響評価を行うに

あたり、環境省の委託で、過去の総数

調査データを分析しました。

＜道央圏の繁殖状況調査＞

  秋に日高・道央地域での調査と情報

収集を行い、同地域での今シーズンの

繁殖状況調査を実施しました。

　その結果、日高を含む道央地域では、

えりも町、むかわ町、長沼町、千歳市、

苫小牧市で各１つがいのヒナ連れ家族が

確認されました。

　さらに厚真町では前年にヒナ1羽連れ

家族がいた場所でヒナなしのつがいが

確認されているので、これを含めると

この地域の繁殖つがいは合計６つがい

となりました。

・キナシベツ湿原プロジェクト

・傷病個体の保護収容への協力等 　遅れていた道立鳥獣保護区の指定が決定し、

　標茶町阿歴内で片脚を痛めた個体がいる 令和2年(2020年) 9月30日(水曜日) 付けの

との連絡を受け、環境省の担当者とともに 北海道公報 号外第25号 に次のように発表

現場で対応しました。その後ドローンによる されました。
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　＜ホームページ＞

　　日本語ページのWhat's New! コーナー

　の記事を年度内に22回更新しました。

　また、その他に主な活動の中の情報の

　一部を更新しました。

　・出版物発行等

　　前年より釧路市内の「マルシェ山花」

　に掲示しているポスターの一部を更新

　しました。

(1)名 称  キナシベツ湿原鳥獣保護区

(2)区域   次のとおり (省略) ★ 国際協力活動

(3) 存続期間  令和2年10月1日から令和 ・国際タンチョウネットワークの活動への

12年9月30日まで(10年間) 参加・協力（イオン環境基金からの助成

(4) 保護に関する指針 ほかによる）

ア 鳥獣保護区の指定区分   COVID-19の影響によりエコキャンプが

   希少鳥獣生息地の保護区 実施できなかったため、イオン環境基金の

イ 鳥獣保護区の指定目的 了解を得て事業の実施を1年延期しました。

   キナシベツ湿原鳥獣保護区は、釧路

総合振興局管内西端の太平洋岸に位置し、 ・世界のツル関係者との交流及び情報交換

直別川とキナシベツ川の河口に挟まれた   COVID-19の影響により直接の交流は行え

草地からなる。隣接する低層湿原には ず、インターネット及び電話での取り組み

ヨシ・スゲ群落にハンノキ林、海岸砂丘 に留めました。

にはハマナスなどの海浜植生が広がり

コケモモの群落が見られ、草地として ＜レッドリスト見直しに対する対応＞

開発された当該区域も河川は一部て改修   国際自然保護連合が管理するレッドリ

されているが、なお原生的な雰囲気を有 ストにおけるタンチョウのランクの引き

している。また、当該区域はタンチョウ 下げに対し、関係者に働きかけるととも

の繁殖地であり、オジロワシ等の希少 に、ダウングレードに反対する意見表明

鳥獣の飛来地としても重要であること をしました。

から、鳥獣保護区に指定する。

★ その他の活動

★教育普及活動 ・提言等

・タンチョウその他ツル類に関する講演・講習会 　厚真町浜厚真が予定地の一部となって

　2020年10月16日、酪農学園大学で講演 いる、(仮称)苫東厚真風力発電事業計画

しました。 に対して意見書を提出しました。同地で

は2017年に道央地域で初めて1羽のヒナ

・会報の発行・ホームページ制作等 に標識しています。

＜会報＞ 　池田河川事務所の行う十勝川の築堤及

　会誌「Tancho」第40号を2020年8月、 び高水敷工事に際して、タンチョウの生

第41号を2020年12月、第42号を2021年4月 息に悪影響を与えないよう、工事の時期、

に発行しました。また、2020年6月にTKG 注意事項についてコメントしました。

ニュース68号、8月に69号を発行し標識 　釧路河川事務所の行う釧路川築堤工事

調査および冬期カウント調査の参加者 に際して、タンチョウの生息に悪影響を

ほかに送付しました。 与えないよう、工事の時期、注意事項に
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ついてコメントしました。 タンチョウの追跡調査のための事業に協力し、

　釧路市が事業を予定している新釧路川 捕獲に際してのアドバイスと個体識別のため

築堤に沿った上水管埋設工事について のカラーリングを提供しました。

タンチョウの生息に悪影響を与えない 　河川協力団体として釧路河川事務所に協力

よう、工事の時期、注意事項について し、タンチョウの生息状況や環境への影響と

コメントしました。 配慮等について意見を述べました。

　釧路湿原自然再生協議会の本会議と

６つの小委員会に参加しました。 ・この法人の目的を達成するための事業 

　札幌、北見、帯広、浦河等で当法人の活動

・タンチョウ保護に関わる機関・施設との連携 への支援・協力を要請しました。

　浜頓別町が実施した、同地に生息する

　タンチョウのヒナへの標識調査は1988 年に始まり、これまでに付けた標識鳥の数は650 羽を超えます。

現在北海道には10％を超えるタンチョウに標識が付いています。今この標識鳥データの解析をしている

のが井上雅子さんです。そこからわかってきた標識鳥のお話は、1羽のタンチョウの生涯がヒトの人生の

ようにみえてしまうほど面白いのです。「こんなに面白い話を私たちだけで聞いているのはもったいない」

と思い、今回から連載をお願いしました。お楽しみください。

　2021年3月15日、T73の死体が収容されまし にも足環が付けられ、一人前に育て上げ

た。これを聞いて真っ先に頭に浮かんだのが て子離れも終わり、一息ついていたこと

この言葉です。長年に渡ってこんなにもたく でしょうに、残念！ ここではその「生涯」

さんのヒナに足環を付けさせてくれたタンチ をたどり、哀悼の意を表したいと思いま

ョウは他にいません。T73にとってみれば、 す。

突然侵入してきた人間たちにヒナを「拉致」 　T73は、1994年、体重2,040ｇのヒナ

され、すぐに開放してくれるものの足に何 の時に足環を装着された「オス」です。

やら付けられて外せない･･･。そんな人間の 長じて営巣地に選んだのは、根室市内

勝手を許容してくれたのです。今年のヒナ の装着地点から直線距離で3㎞も離れて
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いない浜中町でしたので、ここでは「ハマオ」 は生存率が高く、今年のカウント時には

と名付けましょう。 ５羽が健在でした。２月10日にT74の死体が

 「ハマオ」は26歳で死亡するまでにメス８羽、 収容され、続いて「ハマオ」が収容されま

オス４羽、性別不明５羽、計17羽の子育てに したが、T61(オス)、T63(オス)、T69(メス)

成功しています。子どもの性別がわかって の３羽は、多分、現在も生きています。

いるのは、子どもたちにも足環が付けられた  「多分」というのは、カウント時に確認さ

からです。足環を付けるために捕獲した時、 れると、その後に保護されたり死体が収容

ほんの少し血液を採って性別を判定している されない限り、基本的には翌年のカウント

のです。孫も、わかっているだけで15羽いて、 時まで記録上は生きていると見なされる

そのうちの４羽に足環がついています からです。逆にカウント時に確認されなか

（下表参照）。 った場合は「死亡」と見なされます。

 「ハマオ」は2001年に７歳で最初の子育てに しかし、死んだとばかり思っていたら８年

成功し、2004年(10歳)の時の子に足環「46P」 ぶりに「復活」したケースもあります。

が付けられました。おそらく毎年営巣して ２、３年たってからから再発見されることも

ヒナも孵していたのでしょうが、「子育て そう珍しいことではありません。死体が回収

成功」は、冬のカウント時に子連れで確認 されるのは死亡数の2割にも満たず、多くは

された場合なので、たとえ大きくなった子が 人知れず自然に還っていると思われます。

いても、カウント時に連れていなければ その意味でも、死体が回収された「ハマオ」

「成鳥２羽（＝子なし）」と記録されます。 は、最後まで私たちに貢献してくれたわけ

　ところで「ハマオ」と同い年、つまり です。

同期生はT60～T74の15羽です。この年生まれ 　なお、現存の最高齢はT26（オス：1991年～）
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で、現在30歳、次が、この1994年組です。

　 また、子育て成功例の最多記録はT43（メス：1992～2019）の19羽、次が17羽で、「ハマオ」

のほかにもT25（オス：1991～2020）が同数の子育てに成功しています。このような子だくさんの

タンチョウがいる一方で、繁殖年齢に達する前に、あるいは子育てに成功することなく死亡して

いるタンチョウがたくさんいます。次回はそんな話をしましょう。

　題して「子育てに成功するのはたった1/3!?」。

　NHK総合テレビの「ダーウィンが来た！」 は「天敵のタカがきた」の意味です。

（5月23日）で、「聞いてびっくり鳥語講座」を タカが聞き取りにくい、7kHz帯の鳴き声

見た方は多いでしょう。鳥たちがこんな複雑な で仲間だけには伝える巧みな技です。種は

行動をとっていたことにびっくりしました。 異なっても、餌のありかや天敵の接近を

　鳥のコミュニケーションを研究している京都 教え合うことで助け合っているわけです。

大学の鈴木俊貴さんの研究に、私の経験を加え 混群の中でとくに体の小さなコガラは、

てお話します。 他のカラに占領されて餌台に近づけま

　軽井沢の庭にくるカラ類は、シジュウカラ、 せん。すると、「ヒヒヒ匕―」とニセの

ヤマガラ、コガラ、ゴジュウカラが常連です。 警告音を発して、他の群れを追い払って

彼らは不思議なことに、種を超えた「混群」で 見事エサにありつきます。かなりの策略

行動しています。 家です。

　私が餌を持って庭に出ますと、それを見た 　米モンタナ大学のエリック・グリーン

コガラが「ディーディーディー」と三連符で さんによると、アメリカコガラは約50種

鳴きます。するとみるみる他のカラ類が集まっ もの特徴的な声を使い分け、「危険！」

てきます。「餌を見つけた」という合図です。 「餌を見つけた」といったメッセージを

この語は、鳥の種類によっては鳴き声が異なり、 伝え合います。この声を聞いたムネアカ

シジュウカラは「ヂヂヂヂ」、ヤマガラは ゴジュウカラが、近くにいる仲間にそれを

「ニーニーニー」と鳴きますが、同じ意味で 「リツイート」します。アメリカコガラの英名

他の種も理解できるそうです。 Chickadeeは、天敵の存在を知らせる警告音

  同じように、シジュウカラの「ヒーヒー匕ー」 からついたそうです。
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＜連載＞　鳥と自然と人⑩　ことばを使う鳥たち

今年も繁殖が確認された002 (メス）

今冬のカウントまで生きていれば14羽目の子どもです。16歳ながら子育て成功例はメスの中で歴代

２位になります。現在もＴ69と同数2位です。Ｔ69も去年（26歳）の子どもが13羽目でした。メスの

断トツの1位はＴ43で19羽です。Ｔ43の最後の子育てが23歳だったことを考えれば、これもまたメ

スの記録更新中です。

今年も繁殖が確認された002 (メス）

今冬のカウントまで生きていれば14羽目の子どもです。16歳ながら子育て成功例はメスの中で歴代

２位になります。現在もＴ69と同数2位です。Ｔ69も去年（26歳）の子どもが13羽目でした。メスの

断トツの1位はＴ43で19羽です。Ｔ43の最後の子育てが23歳だったことを考えれば、これもまたメ

スの記録更新中です。



＜活動記録＞　( 2021年４月～７月 )

4月2日 　会報Tancho 42号 送付

4月2日 　サントリー世界愛鳥基金授賞式（Web）に出席　（百瀬邦和）

4月9日 　運営会議 （5名出席）

4月16日 　生物談話会で「タンチョウの世代時間」について発表　（於：釧路市博物館　井上）

4月23日〜25日　　十勝地方で飛行調査と地上調査

5月7日 　運営会議 （7名出席）

5月17日 　北洋銀行釧路中央支店にポスター他を展示

5月20日 　音別町で山菜採りの人が誤って保護したタンチョウのヒナを親に戻す環境省の作業に協力

5月27日 　理事会開催（Web）

5月29日 　総会開催

6月4日 　運営会議 （7名出席）

6月6日 　中標津 俵橋湿原でデントコーン種まき(7名参加)

6月9日 　北海道開発局帯広開発建設部の河川事務所との情報交換会（Web）に出席　（百瀬邦和）

6月13日 　標識調査勉強会　（於：釧路市　わっと）

6月19日〜7月18日　　標識調査実施

6月22・23日 　長沼町で舞鶴遊水池にタンチョウを呼び戻す会・長沼町と同遊水池のタンチョウ保護について

　情報交換　（百瀬、吉川）

6月23日 　むかわ町でネイチャー研究会inむかわと、むかわ町〜浜厚真地区に生息するタンチョウ保護に

　ついて情報交換（百瀬、吉川）

7月7日 　標識調査勉強会　（於：むかわ町）

7月27日 　第2回理事会開催（Web）

7月29日 　えりも町で同町教育委員会・産業振興課と同町内に生息するタンチョウ保護について情報交換（百瀬）

＜  会 員  ＞　（7月29日　現在）

会員数：176名 運営会員：26名、個人サポート会員：150名（卵113、ひな34、若鳥2、成鳥 0、終身 1）
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